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研究成果の概要（和文）：本研究では、組織欠損部周囲の細胞への核酸送達による骨格組織修復療法の可能性を
探り、その基盤技術を創出することを目的とした。核酸内包ナノミセルの最適化を行い、核酸内包ナノミセルを
搭載した組織修復用機能性生体材料の作製を試みた。さらに、骨格形成関連因子の核酸を内包したナノミセルの
投与により、骨格組織の変性の抑制や修復が誘導されることを、小動物における骨格組織変性モデルにより確認
した。以上より、治療用遺伝子の核酸を内包したナノミセルが骨格組織修復を誘導できるコンセプトが示され
た。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to examine the potential of the skeletal tissue repair by 
nucleic acid delivery to cells around tissue defects, and to develop basic technologies to achieve 
the therapy. First, nanomicelles encapsulating nucleic acids were optimized. Second, functional 
biomaterials carrying the nanomicelles were examined for their use in tissue repair. Lastly, in vivo
 experiments using the animal model of skeletal tissue degeneration revealed that the administration
 of nanomicelles encapsulating nucleic acids of a skeletogenesis-related factor suppressed the 
degeneration and repaired the degenerated tissues. Thus, this study provides a proof of concept for 
the skeletal tissue repair using nanomicelles that encapsulate nucleic acids of therapeutic genes.  
 

研究分野：口腔外科学、再生医学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
様々な原因で生ずる組織欠損に対する治

療は焦眉の課題であり、その治療法として組
織再生療法が注目を浴びて久しい。口腔外科
領域においては、歯周疾患や炎症・外傷によ
り破壊された歯槽骨の再建が大きな治療ニ
ーズである。組織誘導療法（guided tissue 
regeneration- GTR ）や骨誘導再生療法
（guided bone regeneration- GBR）等は自
然治癒力の確保という側面が大きい。申請者
らは骨形成に関する基礎研究を行う一方で、
生体材料あるいは遺伝子送達による組織再
生に関する研究を進めてきた。これらの知
見・技術シーズを組み合わせて歯槽骨再建と
いう臨床ニーズに応えるべく本研究は着想
された。本研究の基盤となる知見・技術シー
ズを以下に概説する。 
(1) 骨形成性遺伝子：骨形成性シグナルの最
適 化 を 通 じ て 、 恒 常 活 性 型 bone 
morphogenetic protein（BMP）受容体 IB
（caBMPRIB）と転写因子 Runx2 の過剰発現に
より、線維芽細胞から骨形成性細胞への
direct reprogramming（直接リプログラミン
グ）が可能であることを世界に先駆けて報告
した（文献①）。また、ヘッジホッグ（Hh）
シグナルが骨分化の細胞運命決定から生体
の骨量調節まで関与することを報告した（文
献②-④）。 
(2) 生体材料：α 型リン酸三カルシウムを射
出成型することにより、テトラポッド型リン
酸カルシウムインプラントを開発した（文献
⑤）。 
(3) 遺伝子キャリアによる遺伝子送達：ポリ
エチレングリコール－ポリカチオンのブロ
ック共重合体と核酸の自己会合により形成
される高分子ナノミセルによる遺伝子送達
が骨再生を誘導できることを報告した（文献
⑥）。 
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２．研究の目的 
既に同定した骨形成性遺伝子を内包した

高分子ナノミセルを搭載した機能性生体材
料で骨格組織欠損部を被覆あるいは満たす
ことで、組織欠損部周囲の細胞への mRNA 送
達により骨格組織の形成を誘導する組織修
復療法の可能性を探り、その基盤技術を創出
したいと考えている。以下の 3点を行う。 
(1) 核酸内包ナノミセルの最適化と骨格形成
関連遺伝子核酸内包ナノミセルの作製 
(2) 核酸内包ナノミセルを搭載した組織再生
用機能性生体材料の作製 
(3) 核酸内包ナノミセルによる骨格組織修復
療法の小動物モデルにおける検証 
申請者らが培ってきたリン酸カルシウムイ

ンプラント、遺伝子キャリア、そして骨形成
に関する基礎的知見を有機的に組み合わせる
ことで、新しい再生システムの創出を目指す。
生体内への核酸・mRNA送達により、積極的に
組織にはたらきかけて歯槽骨再生を誘導する
革新的な歯槽骨再建療法の創成により、口腔
領域の再生医療の応用拡大につながる。さら
に、基礎医学・工学から得られた先端的知見
や技術シーズを臨床医学・歯学ニーズに迅速
に転換応用する基盤技術の創成も期待される。 
 
３．研究の方法 
(1) 核酸内包ナノミセルの最適化と骨格形成
関連因子の核酸内包ナノミセルの作製 
骨格組織の再生に向けて、核酸からのタン

パク発現の最大化と制御可能化を実現するポ
リマーの最適化を行う。核酸の保持能、リリ
ース能、タンパク発現能に焦点をあてた最適
化を行う。最適化にあたっては、in vitroで
合成したレポーター遺伝子のmRNAを用いて、



培養細胞や動物への導入効率を検証する。こ
れにより、mRNAの合成条件の検討も行われる。 

 
(2) 核酸内包ナノミセルを搭載した組織再生
用機能性生体材料の作製 

申請者らが開発を進めてきたテトラポッド
型リン酸カルシウムインプラントに核酸内包
ナノミセルを搭載し、種々の条件検討を行う。
評価項目としては、バイオマテリアルの表面
処理、分解能制御により、治療目的に応じた
材料や物性の最適化に加え、核酸内包ミセル
の保持能、リリース性能を最適化するための
インターフェース構築を進める。 

 
(3) 核酸内包ナノミセルによる骨格組織修復
療法の小動物モデルにおける検証 
 小動物における骨格系組織欠損モデルを用
いて、骨格形成関連因子核酸内包ミセルによ
る組織修復効果を検証する。通常の組織学的
解析に加えて、免疫染色による各種マーカー
蛋白質の発現解析を行い、治療効果の分子メ
カニズムについても知見を得る。 
 
４．研究成果 
(1) 核酸内包ナノミセルの最適化と骨格形成
関連因子核酸内包ナノミセルの作製 
 先行研究で、ポリエチレングリコール
（PEG）－ポリカチオン鎖のブロックコポリ
マーと核酸からなるナノミセルが核酸送達
に有用であることが報告されていた。そこで、
ポリカチオン部分のポリアスパラギン酸主
鎖に 2個のアミノエチレン繰り返し側鎖をも
つもの（PEG-PAspDET）と 3 個のアミノエチ
レン繰り返し側鎖をもつもの(PEG-PAspTET)
について、骨格系組織へのｍRNA 送達能を検
証した。それぞれに、1 μg ルシフェラーゼ
遺伝子 mRNA を搭載した遺伝子キャリアをマ
ウス膝関節内に注射にて投与した。投与後 24、
48、96 時間で IVIS イメージングシステムに
よりルシフェラーゼ蛋白の発現を解析した
ところ、PEG-PAspDET は一過性の発現を誘導
したが、PEG-PAspTET は持続的な発現を誘導
した（図 1A）。緑色蛍光蛋白（GFP）遺伝子
mRNA を搭載した遺伝子キャリアをマウス膝
関節内に注射投与し、投与 4日後の免疫染色
により関節軟骨における GFPの発現を確認し
た（図 1B）。 
 
(2) 核酸内包ナノミセルを搭載した組織再生
用機能性生体材料の作製 
骨形成性因子の核酸内包ナノミセルを搭

載したリン酸カルシウム微小人工骨の骨分
化促進作用を間葉系細胞の培養系で検証し
た。遺伝子発現解析の結果、人工骨と組み合
わせた際の核酸送達効率についてはさらな
る改善が必要であることが判明した。 
 
(3) 核酸内包ナノミセルによる骨格組織修復
療法の小動物モデルにおける検証 

①の結果をうけ、2種類の核酸キャリア（ナ 

 
ノミセル）の骨格組織修復効果の検証をマウ
スにおいて行った。変形性膝関節症を発症す
るモデルマウスの膝関節内に、3 日に 1 回の
ペースで 1か月間、骨格組織の形成と維持に
関わる転写因子である RUNX1 の mRNA を内包
したナノミセルを投与した。PEG-PAspDET を
用いた場合、RUNX1 mRNA 投与群の関節軟骨で
軟骨組織変性が抑制される傾向を認めたが、
コントロールと比して有意差は得られなか
った。 
一方、PEG-PAspTET を用いた場合は、送達

した mRNA に由来する RUNX1 蛋白質の発現を
認め、コントロール群と比べて軟骨組織変性
が有意に抑制された（図 2）。さらに、主要な
軟骨基質蛋白質の一つである II 型コラーゲ
ン、軟骨形成に必須の転写因子 SOX9、細胞増
殖マーカーである増殖細胞核抗原の発現が
亢進していた。 
 

 
これらの結果は、膝関節内に送達した mRNA

に由来する RUNX1蛋白質が関節軟骨内部で治
療用転写因子として働くことで、軟骨細胞と
しての形質の維持や増殖に関わる遺伝子群
の発現を調節し、軟骨組織変性の進行が抑制
されたことを示すものと思われる。以上より、
治療用遺伝子の核酸を内包したナノミセル
が骨格組織において組織修復を誘導できる
コンセプトが示された。 
上記の結果を受け、歯槽骨欠損モデルにお

ける検証のためにモデルを確立し、検証実験
の準備を進めている。 
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